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＜病棟連絡事項＞
・診察後の処方版のダブルチェックを徹底していきましょう。
・ゴールデンウイーク期間の処方のお願いです。

①　定期薬4月23日（木曜日）　PM4：00までに7日+7日＝計14日分の入力。

   4月29日（水）スタート　７日分、5月6日（水）スタート7日分

②　定期薬5月1日（金曜日）　PM4：00までに

　 5月13日（水）スタート　７日分
＊退院予定の方は臨時処方でお願いします。
③　5/3（日）～5/6（水）の薬局の体制（外来休診）

　　5/4 (月) 薬剤師　２名　１日出勤

　　5/3（日）,5/5（火），5/6（水）オンコール

＜ベッドコントロール＞
・東病棟より順次西病棟へ転入予定です。
退院はセーブし北病棟の転出候補を選定していきましょう。

・東野　愛様～本日転入。
・泉　沙耶様～本日東病棟へ転出、明日転入予定。
・風張　久美子様～4/30東病棟へ転出予定。
・坂本　健治様～北病棟転出に関しては薬剤調整後検討していくと主治医より話あり。
・藤井　純子様～北病棟転出に関してはGW明けに検討していく事となる。
・若菜　登様～今後任意入院へ切り替え・転出検討していく予定。
・小山田　博子様～4/25自宅退院予定。
・蛭子　修様～外泊訓練後退院予定。

＜患者様連絡事項＞
・山内 貞子様～プロペト軟膏1 本処方。
・中山　真由美様～主治医へ指示依頼メモにて嘔気時ナウゼリン錠20回分、不穏時クエチアピン25㎎30回分、オラドールトローチ30回分、フルオロメトロン点眼液2 瓶目の痒みに効く目薬2本処方。
・山本　久美子様、中山　真由美様、金山　辰巳様
～4/29～7日分、5/6～7日分の計14日分の定期薬処方。
・西　和世様、飯岡　未来様、小嶋　つ子様
～4/29～7日分、5/6～7日分の計14日分の定期薬処方。
・中村　聡様～昼のみふりかけ許可となっています。
・古積　幸太様～本日養母様、主治医、スタッフとで面談実施しています。（記録参照）
またコーヒー飲む時間は朝7時まで、過ぎた場合はなし。間食1日150カロリーのため、朝コーヒー摂取した場合は15時100カロリーとなります。
＜要注目患者様ケース検討＞
・田端　香織様～易怒性見られています。必要時頓服薬使用していきましょう。
　　　　　　
・藤井　理代様～薬錠を舌の下に隠す場面あり。
引き続き服薬状況・精神症状観察していきましょう。
・松原　千積様～立位歩行できない場面や、突進歩行見られスタッフ介入しています。
転倒に注意していきましょう。また妄想言動も聞かれている為精神
症状も合わせてみていきましょう。
・古積　幸太様～一時的に奇声をあげている場面ありました。

＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・小山　優様～診察にてアルコール依存症治療プログラムは真剣に取り組まれている事

断酒に関してはやや不安であると表情硬く話されている場面があった事

足の震えがあった事、今後GHに退院希望があった事、やや血圧高値

である事情報提供。

診察中、本人より”今後の事についてPSWと話がしたい”と希望あり

主治医よりPSWへ伝えるよう指示あり。明日より処方薬変更あり

[1] トリヘキシフェニジル塩酸塩錠２ｍｇ 1 錠 1日1回　夕食後 処方

[5] アムロジピンＯＤ錠2.5mg　1 錠 1日1回　朝食後→5mgへ増量。
・平山　敬之様～診察にてAmazonの配達に不備がありそれに関してイライラ感訴えが

あった事、母様より金銭に関し”このままでは破綻してしまう”と相談あり結果として生活保護受給不可との事で、PSWが他に方法がないか検討中である事など情報提供。診察中本人より「（配達に不備があった事に関し）”嫌がらせをされているのか”と考えてしまう」「何を信じればいいのか分からない」等と訴えあり。また整腸剤の希望あり

[4] ミヤＢＭ細粒　1ｇ/包 3 包 1日3回　毎食後処方となる。
・畑山　幸子様～外泊訓練問題無く過ごされていた事や次回5月予定している事

作業中に股関節痛あった事、ご家族様より、本人が”排尿が間に

合わない”と訴えあり改善していない為、主治医へお伝えして欲しいと

希望があった事等情報提供。処方変更あり、明日より

[5] ７ツムラ八味地黄丸エキス顆粒（医療用）　2.5ｇ/包2 包 

1日2回　朝夕食前処方
・四戸　多美子様～落ち着いて過ごされている事、作業参加中眠気の訴えがあった事

情報提供。診察中も「目がまだ良くなっていなくて…」と訴えあり。

コレステロール値改善の為明日より

［2］ロスバスタチンＯＤ錠２．５ｍｇ「サワイ」 1 錠 1日1回　朝食後中止 

[1] ピレノキシン点眼液0.005%５ｍＬ／本 1 瓶 

[2] ヒアレイン点眼液０．１％　５ｍＬ 1 瓶

[3] オロパタジン点眼液０．１％５ｍＬ／本 1 瓶 処方
・鈴木　達也様～4/17就床前薬拒薬があった事、病室修理費用等について

母様より希望の質問事項について本人より返答があるまで様子見としている事、本人宛に届いている催促状は最終通告のひとつ前の

段階である事、作業では自室で臥床されている場面もあるが

エアロバイク等に参加出来ている事等情報提供。

診察中本人より「GHに行きたい」と希望あり、主治医より了承あり。

処方薬の変更はない。
・田端　香織様～診察にて確認行為頻回で易怒性も見られている事、他者より苦情が

あった事情報提供。診察中”幻聴が少し聞こえる”と発言あり。

主治医よりイライラ感を抑えるよう声掛けされ了承している。

[5] ロドピン錠２５ｍｇ 1 錠 1日1回　昼食後 処方

[3] トリヘキシフェニジル塩酸塩錠２ｍｇ1 錠 1日1回　夕食後 

→ トリヘキシフェニジル塩酸塩錠２ｍｇ 1 錠 1日1回　昼食後へ変更。
＜皮膚科診察情報＞
・若菜　登様～①右下腿～足背　淡暗紅色局面(+)一部落屑、搔痒(+)

慢性湿疹　軟膏処置開始

RP）①デルモゾールDP軟膏2本　次週も診察指示あり。

②両趾爪伸びている→病棟スタッフ対応指示
・曽我　正子様～①両足鶏眼(過角化局面)特変なし　一部剪除　尿素クリーム継続

②両下腿　軽度発赤、皮膚乾燥
ゲンタマイシン軟膏→アズノール軟膏へ変更
・古積　幸太様～①②特変なし、同前処置継続。③左膝窩　発赤、痒み(+)→軟膏処置

　　　　　　　　左前腕　紅色丘疹、搔痒(+)デルモゾールDP軟膏開始

RP）①タベジール　2T　2×1　7日分

　　　　　　　　　　②ナジフロキサシンクリーム　1本

　　　　　　　　　　③デルモゾールDP軟膏　1本
・角濱 義弘様～漸次軽快、同前処置継続。RP）①デルモゾールDP軟膏　1本
